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〔目的〕原因不明習慣流 産の 中に 抗 リ ン 脂 質抗体

（APA ）など の 自己抗 体の 関与す る こ とが明 らか

に され て い る ．しか し，APA 陽性 の 習慣流産患

者の 妊娠継続成功例 や 流 産例 に お け る 妊娠 中 の

APA 等の 推移 に つ い て は ほ とん ど報告 され て い

ない ．一
方，APA 出現 の機 序 と閲連す る とされ

る Soluble　Fas 抗原 （s−Fas）は ，　 APA 陽性 の 習

慣流産患者で は高値 をと る と報告 されて い る．そ

こ で ，当科を受診 した習慣流 産症例の うち，妊娠

成功例 と流産例 の APA と s−Fas の 推移 を比較 し

て み た．〔方法〕2 回以上 の 流産歴 を もち APA な

どの 自己抗体陽性の 習慣流産患者で ，妊 娠継続成

功 者10例 ， 流 産者 5例 と健常者20例 を対象に，妊

娠前 ・妊娠判明時 ・妊娠 10週及び妊娠 20週の 4 回

採血 し，s−Fas は Oriental　Yeast 社 の キ ッ トを

用 い て ELISA 法で 測定 した．　 APA は 6 種類 の

リ ン脂質に対する抗体 を ELISA 法で 測定 し，健

常者の吸光度の ＋ 3SD 以上 を陽性 と した．〔成績〕

妊娠継続 成功 例で は，APA は 全例 妊 娠判明時か

ら妊娠 10週に減少や陰性化を示 し，その 後は ほ ぼ

横ば い とな っ た．s−Fas も非妊時の 0．68± 0．15ng

／m1 （Mean ± SD ）か ら妊娠5週で 0．55± 0．06， 妊娠

1 週で O．53± 0．02へ と減少 し APA とほ ぼ 同様 の

傾向を示 した．流産例では，妊娠判明時か ら妊娠

20週 まで APA は無変化か増加傾向に あ っ た が ，

s −Fas に は一
定の 傾 向が み ら れ なか っ た．〔結論 〕

APA と s −Fas は妊娠予後 を予測する の に 有用 で

ある こ と，また ，妊娠成功例で は APA など の 自

己抗体産生 と s−Fas を抑制す る 何 ら か の down

reguration が作用 して い る可能性が示唆 された．

（目的）本学 会 で 妊 娠中毒症 で 産生の 亢進がみ ら

れ る Free　1adical （OH ・
）の臍帯血管 トーヌ ス に対

す る Vasospastic 作用 を報告 して きた 。今回は 更

に radical 　Ptとして Superoxide （Oi）お よ び、　 Qz
’
と

Nitric　 oxide と の 反 応 産物で あ る Peroxynitiite

（ONOO
’
）に 注 目し血管 トーヌ ス へ の 影響を検討 し

た。　（方法） 正常正 期産 の 臍帯動脈 ラ セ ン条片 を

用 い 2｛  MKC1 による最大収縮後、  NO の産生

阻害 剤の L−N6 −monemethylaignine （um ，2　×

104M ｝を 、  02’産生 源 として Hypoxanthine （H，

50μM ）＋Xanthineoxidase （X，　 Omu ！ml ） を投与 し

た e   UWA 前処置し  をお こな っ た、  H ＋X

を前処置 し NO 産 生 を刺 激 す る ca　 ionophore

A23187 （CI，10
’SM

）に よ る 弛 緩 反 応 を み た 。 

ONOO
’
を産生する SIN−1 （O．1〜10μM ）を連続投与

した．  NO を消去する Hemoglobin （HB ，3μM ）又

は cGMP 産生阻害剤 の methylenblue （MB ，10pM ）

を前処置し  を行 っ た。 （成績）    ，LNMA ，

H ＋ X で 各々 21．4± 102 ％ ，353 ± 10．6％ の 張力の 増

加がみ られ た。  LNMA によ り H ＋X の 張力増加

は、55 ±32％ で 有意に抑制された 。   CI による

弛緩効果は 対 照群（57．9± 1339e）に比較し H ＋X で

（18．7 士 7．7％ ）有意に抑制された。  SIN −1 に よ り

用量依存的な 張力 の 低下が み られ、10pM で 43 ．1

± 162 ％ に達 した。  HB で は SIN ・！ へ の 影響は

み られなか っ たが、MB で は SIN−1 の 張力低下作

用は有意 に 減弱 した 。　（結 論） 02’負 荷 によ り

OH ・負 荷 と 同 様 に NO 活 性 低 下 に 基 づ く

Vasospastic 作用 がみ られた 。一
方 ONCO ’

は NO

と同様に cGMP を介した血管弛緩作用 を有する こ

と が強く 示唆され た。
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